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母親と父親の養育態度と精神的健康，
学校適応感との関連

─ 小学５年生から中学３年生を対象として ─

渡邉　賢二（皇學館大学教育学部）

原田あいか（桑名市立大山田東小学校）

服部　直美（鈴鹿市立平田野中学校）　

〈要旨〉本研究は，小学５年生から中学３年生を対象に，子どもの性別によっ

て，母親と父親の養育態度の差異を検討した。また，母親と父親の養育態度が

子ども精神的健康に，子どもの精神的健康が学校適応感にどの程度影響を及ぼ

すのか検討した。男子より女子の方が母親と父親の養育態度を良好であると認

知していた。また子どもは父親より母親の養育態度が良好であると認知してい

た。母親と父親の理解尊重スキル，母親の道徳性スキルは精神的健康に影響を

及ぼし，精神的健康は学校適応感に影響を及ぼしていた。子どもの性別によっ

て，養育態度の差異が認められた。また母親と父親の養育態度が子どもの精神

的健康への影響については相違が認められた。

〈キーワード〉養育態度，両親，精神的健康，学校適応感
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問題と目的
　児童期から青年期の親子関係は子どもの心身の発達に伴って，変化すると言

われている（Laursen & Collins, 2009 ; Smetana & Rote, 2019 ; 渡邉・平石・

谷，2020）。村上（2011）は小学生高学年から中学生になると，母親は子ども

と一緒にいる時間，子どもと話す時間が減少し，子どもの自立が進むにつれ

て，親子関係が変化すると報告している。Steinberg & Silk（2002）は，子ど

もの心身の発達に伴って，親との葛藤や自律性の問題が顕在化してくるが，子

どもの適応には親の養育態度が重要であると述べている。また，Niehaus, 

Chaplin, Turpyn, & Goncalvas（2019）は，親の養育態度と親子関係は，子ど

もの心理社会的発達に影響を与えていると報告している。これらより，小学生

高学年から中学生にかけて，子どもの適応感を維持させるためには，親の養育

態度は重要であると言えよう。

　これまでに，親の養育態度と子どもの適応感との関連についての研究は，欧

米では数多く行われてきている。Zhang, Pan, Chen, Liu, Wang, & Jean（2021）

は，７年生と９年生を対象に質問紙調査を行い，ポジティブな親子関係は子ど

もの抑うつを軽減すると述べている。また，Hale, I, Van, Akse, & Meeus

（2008）, McLeod, Weisz, & Wood（2007）, Nelemans Hale, Branje, Hawk, & 

Meeus（2014）, Rudolph（2009）も，青年期の親子関係は，子どもの抑うつと

強く関連していると報告している。さらに，Cui, Morris, Criss, Houltberg, & 

Silk（2014）は10歳から18歳の子どもと親を対象として調査を行い，親の心理

的な統制の養育態度は，子どもの攻撃的な行動や抑うつに影響を及ぼすと述べ

ている。これらより，児童期後期から青年期の子どもの精神的健康には，良好

な親子関係が重要であると言えるだろう。先述したように，欧米では児童期後

期から青年期の親子関係と子どもの精神的健康との関連の研究は数多く行われ

てきているが，我が国においては，あまり行われていない。我が国でも，親子

関係，親の養育態度と子どもの精神的健康との関連について検討する必要があ

るだろう。

　次に，精神的健康と学校適応感との関連について述べる。西村・藤原・村
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上・福住（2022）は，中学生を対象に調査を行い，抑うつと学校生活満足度と

の間には負の関連があると述べている。嶋田・岡安・坂野（1992）は小学３年

生と６年生を対象に調査を行い，学校ストレッサーは学校ストレス耐性に影響

を及ぼし，学校ストレス耐性は学習意欲に影響を及ぼすと報告している。堀

川・吉田・小宮山・門倉・齋藤・野中・嶋田（2018）は小学生と中学生に調査

を行い，社会的スキルがストレス反応に影響を及ぼし，ストレス反応が学校適

応感に影響を及ぼすと述べている。また大学生を対象とした研究ではあるが，

精神的健康と学校生活満足感との間には関連があることも指摘されている（武

蔵・箭本・品田・河村，2012）。これらより，精神的健康は学校適応感に影響

を及ぼすと考えられる。

　これまでの親子関係の研究は，子どもの主たる養育者が母親であるため，母

子関係の研究が数多く行われてきた（渡邉・平石・谷，2020 ; Niehaus, Chaplin, 

Turpyn, & Goncalvas,  2019）。しかし，家族構成は多様であり，母親と男子

（息子），母親と女子（娘），父親と男子（息子），父親と女子（娘）の親子関

係が存在する家族もある。青年期の子どもにとって，母子関係だけでなく，父

子関係も子どもの発達に影響を及ぼすことが指摘されている（Moller, Nikolic, 

Majdandzic, & Bogels, 2016 ; Paquette, Coyl-Shepherd, & Newland, 2013）。ま

た，Van Lissa, Keizer, Van Lier, Meeus, & Branje（2019）や Cortes-Garcia, 

Wichstrom, Viddal, & Senra（2019）は，父子関係より母子関係の方が，子ど

もに対して影響が強いと述べている。さらに，子どもの性別によって，親子関

係の質や親の養育態度が子どもに及ぼす影響に相違があることも報告されてい

る（Liu, Wei, Ling, Hueber, Zeng, Yang, 2020 ; Rueger, Chen, Jenkins, & 

Choe,  2014）。これらより，我が国において，母親と父親の養育態度を男子

（息子）と女子（娘）はどの程度認知しているのか検討する必要があるだろう。

　以上の問題意識より，児童期後期から青年期前期の子どもを対象として，第

１に，男子（息子）と母親，女子（娘）と母親，男子（息子）と父親，女子

（娘）と父親の４パターンにおいて，男子（息子）と女子（娘）は母親と父親

の養育態度をどの程度認知しているのか差異を検討する。第２に，母親と父親

の養育態度が子どもの精神的健康に影響を及ぼし，子どもの精神的健康が学校
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適応感に影響を及ぼすというモデルを子どもの性別により検討する

（Figure1）。

方　法
１．調査対象者

　三重県内の小学校２校と中学校２校に在籍する小学生と中学生を対象に，質

問紙調査を実施した。母親と父親に対する質問項目に回答した559人を調査対

象者とした。内訳は，小学５年生62人（男子32人，女子30人），小学６年生69

人（男子36人，女子32人，不明１人），中学１年生166人（男子87人，女子79

人）中学２年生95人（男子36人，女子55人，不明４人），中学３年生167人（男

子81人，女子85人，不明１人）であった。

２．手続きと倫理的配慮

　担任教諭に教示文を渡し以下の点を依頼した。①児童・生徒に質問紙がは

いった封筒を配布し，保護者に渡すこと。②回答は児童・生徒に家庭で実施

し，終了したら担任教諭に提出すること。

　調査表には，フェイスシートにプライバシー保護，回答の自由，学校の成績

には関係がないことについて明記し，参加に同意する場合のみ質問に回答する

ことと，子どもは保護者の同意を得てから，回答するように記述した。なお，

本研究は研究倫理委員会が審査を行い，承認されている。
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３．調査内容

（1）基本的属性：年齢，学年，性別を尋ねた。

（2）養育態度尺度：渡邉・平石・谷（2020）が作成した子ども用の養育スキ

ル尺度16項目を用いた。「１まったくあてはまらない」～「５非常にあてはま

る」の５段階評価（１点～５点）で回答を求めた。理解尊重スキル10項目，道

徳性スキル６項目から構成されている。理解尊重スキルとは，「子どもに肯定

的なメッセージや自立・成長を促進する態度を示したり，コミュニケーション

を用いて子どもに対する理解を深める態度を示す」と言われている。道徳性ス

キルとは，「子どもに日常生活における規範，慣習，生活態度を教示している」

と言われている。また内海（2013）が作成した養育尺度の中から，心理的統制

の項目６項目を用いた。「１まったくあてはまらない」～「５非常にあてはま

る」の５段階評価（１点～５点）で回答を求めた。

（3）精神的健康尺度：WHO-Five Well-Being Index（WHO-5）を用いた。

WHO-5 は世界保健機構（WHO）により簡素な精神的健康の指標として開発さ

れ，使用が推奨されている（岩佐・権藤・増井・稲垣・河合・大塚・小川・高

山・蘭牟田・鈴木, 2007）。日本語版はAwata, Bech, Koizumi, Seki, Kuriyama, 

Hozawa, Ohmori, Nakaya, Matsuoka, & Tsuji（2007），Awata, Bech, Yoshida, 

Hirai, Suzuki, Yamashita, Ohara, Hinokio, Matsuoka, & Oka（2007）により，

原版（英語版）との透過性の確認並びに，標準化が行われている。本研究は邦

訳した５項目を用いた。最近，２週間の状態に最も近いものを「１まったくな

い～５いつも」の５段階評価（１点～５点）で回答を求めた。得点が高いほ

ど，精神的健康状態が高いことを示す。

（4）学校適応感尺度：石田（2009）が作成した学校適応感尺度を用いた。「１

まったくあてはまらない」～「５非常にあてはまる」の５段階評価（１点～５

点）で回答を求めた。友人関係３項目，学習関係３項目，学校全体３項目，教

師関係３項目を用いた。得点が高いほど，学校適応感が高いことを示す。
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結　果
１．各尺度の平均値（SD）と信頼性係数（α係数）

　各尺度の平均値（SD）と信頼性係数（α）を算出した。母親の理解尊重ス

キルの平均値（SD）と信頼性係数（α）は 4.18（.71），α= .84，母親の道徳性

スキルは 4.62（.51），α= .81，母親の心理的統制は 1.84（.86），α= .86，父親

の理解尊重スキルは 3.92（.84），α= .85，父親の道徳性スキルは 4.39（.75），

α= .88，父親の心理的統制は 1.76（.94），α= .91であった。精神的健康の平均

値（SD）と信頼性係数（α）は，4.40（1.18），α= .86，学校適応感の友人関

係は 4.37（.82），α= .84，学習関係は 3.81（.96），α= .88，学校全体は 3.76

（1.00），α= .88，教師関係は 3.83（.99），α= .87であった。

２．子ども（男子・女子）による母親と父親の養育態度の比較

　子ども（男子，女子）は母親と父親の養育態度をどの程度認知しているの

か，男子と母親，女子と母親，男子と父親，女子と父親の４パターンについて

の差異を検討するために，一要因分散分析を実施した（Table1）。その結果，

理解尊重スキルについて，女子と父親より女子と母親の方が有意に高い得点を

示した。また，男子と父親，男子と母親，女子と母親の順で有意に高い得点を

示した。道徳性スキルについて，男子と父親より男子と母親の方が，男子と父

親，女子と父親より女子と母親の方が有意に高い得点を示した。心理的統制に

ついて，女子と母親，女子と父親より男子と母親，男子と父親の方が有意に高

い得点を示した。

 
Table1　子どもの性別（息子・娘）による母親と父親の養育態度の比較
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３．母親と父親の養育態度と精神的健康，学校適応感との関連

　子どもの性別による母親と父親の養育態度と精神的健康，学校適応感との関

連を検討するために，ピアソンの積率相関係数を求めた（Table 2-1，2-2）。そ

の結果，男子について，母親の理解尊重スキル，道徳性スキルと父親の理解尊

重スキル，道徳性スキルとの間には有意な正の相関関係，父親の心理的統制と

の間には有意な負の相関関係が認められた。母親の心理的統制と父親の理解尊

重スキル，道徳性スキルとの間には有意な負の相関関係，父親の心理的統制と

の間には有意な正の相関関係が認められた。精神的健康と母親，父親の理解尊

重スキル，道徳性スキルとの間には有意な正の相関関係が認められた。友人関

係と母親，父親の理解尊重スキル，道徳性スキル，友人関係との間には有意な

正の相関関係，心理的統制との間には有意な負の相関関係が認められた。学習

関係，学校全体，教師関係と母親，父親の理解尊重スキル，道徳性スキル，精

神的健康との間には有意な正の相関関係，母親，父親の心理的統制との間には

有意な負の相関関係が認められた。

　女子について，母親の理解尊重スキル，道徳性スキルと父親の理解尊重スキ

ル，道徳性スキルとの間には有意な正の相関関係，父親の心理的統制との間に

は有意な負の相関関係が認められた。母親の心理的統制と父親の理解尊重スキ

ル，道徳性スキルとの間には有意な負の相関関係，父親の心理的統制との間に

は有意な正の相関関係が認められた。精神的健康と母親，父親の理解尊重スキ

ル，道徳性スキルとの間には有意な正の相関関係が認められた。友人関係，学

校全体と母親，父親の理解尊重スキル，道徳性スキル，友人関係との間には有

意な正の相関関係が認められた。学習関係，教師関係と母親，父親の理解尊重

スキル，道徳性スキル，精神的健康との間には有意な正の相関関係，母親，父

親の心理的統制との間には有意な負の相関関係が認められた。
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　一要因分散分析の結果や先行研究（渡邉・平石・谷，2020など）より，親の

養育態度については，子どもの性別により差異があることが示された。これら

の結果を踏まえて，Figure1 のモデルを明らかにするために，子どもの性別に

よる多母集団同時分析を実施した（Figure2）。モデルの適合度は，χ2 =104.33

（p<.001）, df=48, GFI=.980，CFI= .968, RMSEA= .046 であった。適合度指

標について，CFI は 1.00 に近いほど，RMSEA は .00 に近いほどデータとモデ

ルの適合度が望ましいと言われており（豊田, 1998），十分な値を示していると

いえる。男女とも，母親と父親の理解尊重スキルから精神的健康に有意な正の

パス（p<.001, p<.001），母親の道徳性スキル（p<.05，p<.05）からも精神的健

康に有意な正のパスが認められた。男女とも，精神的健康から友人関係，学習

関係，学校全体，教師関係（すべてp<.001）に有意な正のパスが認められた。

Table2-2　母親と父親の養育態度と精神的健康，学校適応感の相関関係（女子：娘）

Table2-1　母親と父親の養育態度と精神的健康，学校適応感の相関関係（男子：息子）
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考　察
１．子どもの性別（息子・娘）による母親と父親の養育態度の比較

　子どもの性別による母親と父親の養育態度をどの程度認知しているのか，男

子と母親，女子と母親，男子と父親，女子と父親の４パターンについての差異

を検討するために，一要因分散分析を実施した結果，理解尊重スキルについて

は，女子と父親より女子と母親，男子と父親，男子と母親，女子と母親の順で

高い得点を示した。これらより，女子は父親より母親の方が肯定的なメッセー

ジや自立・成長を促進する態度を示したり，コミュニケーションを用いて理解

を深める態度を示していると認知していると考えられる。また，男子より女子

の方が親は肯定的なメッセージや自立・成長を促進する態度を示したり，コ

ミュニケーションを用いて理解を深める態度を示していると認知していると思

われる。道徳性スキルについては，男子と父親より男子と母親，男子と父親，

Figure2　母親と父親の養育態度と精神的健康，学校適応感との関連
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女子と父親より女子と母親の方が高い得点を示した。これらより，男女とも父

親より女子の母親の方が，日常生活における規範，慣習，生活態度を教示して

いると認知していると推察できる。心理的統制については，女子と母親，女子

と父親より男子と母親，男子と父親の方が高い得点を示した。これらより，女

子より男子の方が母親と父親は心理的にコントロールしている言葉や行動が多

いと認知していると考えられる。Stanik, Riina, & McHale（2013）は，子ども

の性別に関わらず父親より母親の養育態度の温かさを認知していると報告して

いる。養育スキルは，思春期の子どもとの良好な関係性を構築・維持すること

を考慮に入れた親の養育態度であり，温かさを示す態度も含まれていると思わ

れるため，本研究と類似した結果になったと考えられる。しかし，Stanik, 

Riina, & McHale（2013）は，男女については差異があったことを報告してい

ないため，本研究結果と相違があると思われる。また，Mandara, Murray, & 

Joyner（2005）は，母親は娘より息子に温かさを示すと述べている。Stanik, 

Riina, & McHale（2013）は，文化的な背景によって，親子関係には相違があ

ることを指摘していることより，本研究結果とは相違が認められたとも考えら

れる。今後は我が国においても性別による親子関係の研究を積み重ねていく必

要があるだろう。

２．母親と父親の養育態度と精神的健康，学校適応感との関連

　母親の理解尊重スキルと道徳性スキル，父親の理解尊重スキルから精神的健

康に有意な正のパスが認められた。精神的健康から学校適応感である友人関

係，学習関係，学校全体，教師関係に有意な正のパスが認められた。これらよ

り，母親と父親が肯定的なメッセージや自立・成長を促進する態度を示した

り，コミュニケーションを用いて理解を深める態度を示していること，母親が

日常生活における規範，慣習，生活態度を教示していることは子どもの精神的

健康に良い影響を与えることが明らかになった。Bynum & Kotchick（2006）

は母親との温かい関係は子どもの自尊感情を向上させ，抑うつを緩和させると

報告している。また，Zhang, Pan, Chen, Liu, Wang, & Jean（2021）はポジ

ティブな両親と子どもとの関係は青年期前期の子どもの抑うつを軽減すると述
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べている。本研究では，母親と父親の理解尊重スキルは子どもの精神的健康に

良い影響を与えているという結果であり，類似した結果と推察される。母親の

道徳性スキルが子どもの精神的健康に良い影響を与えており，母親が子どもに

対して，日常的な生活態度を教えることも精神的には良い影響を及ぼすと推察

される。父親より母親との関係が青年の情緒的な表出に影響を及ぼしたり

（Van Lissa, Keizer, Van Lier, Meeus, & Branje, 2019），父親より母親との関

係が青年の抑うつに強く影響を及ぼす（Cortes-Garcia, Wichstrom, Viddal, & 

Senra, 2019）と言われていることからも，このような結果になったと思われ

る。母親の養育態度と父親の養育態度における子どもへの影響には相違が認め

られたことが明らかになった。母親と父親の心理的統制から精神的健康には，

有意な影響は認められなかった。しかし，Cui, Morris, Criss, Houltberg, & 

Silk（2014）は親の心理的統制は子どもの抑うつを予測すると述べていること

より，縦断調査や面接調査を用いて詳細に検討する必要があるだろう。

　精神的健康が学校適応感である友人関係，学習関係，学校全体，教師関係に

有意な正のパスが認められた。嶋田・岡安・坂野（1992）は学校ストレス耐性

には学習意欲に影響を及ぼしていること，西村・藤原・村上・福住（2022）

は，抑うつと学校生活満足度との間には負の関連があると報告している。本研

究においても，精神的な健康が学校適応感，学校生活を有意義にすごすことに

影響を及ぼしていると言えるだろう。これらの結果より，小学５年生から中学

３年生の学校適応感や精神的健康には，母親と父親が肯定的なメッセージや自

立・成長を促進する態度を示したり，コミュニケーションを用いて理解を深め

る態度を示すことが重要であると言えよう。

まとめ
　本研究は，小学５年生から中学３年生を対象に，子どもの性別によって，母

親と父親の養育態度の差異を検討した。また，母親と父親の養育態度が子ども

精神的健康に，子どもの精神的健康が学校適応感にどの程度影響を及ぼすのか

検討した。男子より女子の方が母親と父親の養育態度を良好であると認知して

いた。また子どもは父親より母親の養育態度が良好であると認知していた。母
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親と父親の理解尊重スキル，母親の道徳性スキルは精神的健康に影響を及ぼ

し，精神的健康は学校適応感に影響を及ぼしていた。母親と父親の養育態度の

子どもへの影響度は相違が認められた。文化的背景により，親子関係は相違が

あると言われており（Stanik, Riina, & McHale, 2013），欧米で実施された研究

結果とは相違が認められた。今後，我が国でも継続的に児童期から青年期の親

子関係の研究を行っていく必要があるだろう。
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 Examining relationships between mother and father parenting attitude, 

well-being, and school adjustment
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Abstract

　The purpose of this study was to investigate the difference of parenting 

attitude among boys-mothers, girls-mothers, boys-fathers, and girls-fathers.  

It also investigated whether the parenting attitude of mothers and fathers 

predicted well-being, and well-being predicted school adjustment by using a 

questionnaire to students from the fifth grade of elementary school to the 

third grade of junior high school.  As to understanding-respect skills, girls-

mothers scored higher than girls-fathers. Also understanding-respect skills 

were in the order of higher scores girls-mothers, boys-mothers, boys-fathers.  

As to morality skills, boys-mothers scored higher than boys-fathers, and 

girls-mothers scored higher than boys-fathers and girls-fathers.  As to 

psychological control, boys-mothers and boys-fathers scored higher than girls-

mothers and girls-fathers.  Understanding-respect skills of mothers and 

fathers predicted well-being.  Morality skills of mothers predicted well-being.  

Well-being predicted school adjustment.

Keywords : parenting attitude, parents, well-being, school adjustment


